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ものではなく，2，3 ヘクタールかせいぜい 7，8 ヘクタールであった。彼ら
自由農民が，武装自弁の兵士としてローマの軍団を担い，民会に出席したの
である。



































































































































































































































































































1647 年 10 月，軍内部の対立を解消するためにパトニーで開かれた将校と
兵士の合議のための軍総評議会が，有名な「パトニー討論」である。その冒
頭に提出されたのが，イングランド史上初めての憲法草案と言われる「人民
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